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はじめに
本書は、お客様がよくご使用される機能の設定・操作についてまとめた説明書です。
製品の詳細機能・設定方法については、各ユーザーズマニュアルをご覧ください。

■	ご注意
・	 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告なしに変更することがあります。
・	 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づき
のことがありましたら、お手数ですが、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。

・	 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。

■	商標
・	 本書で使用の当社製品名またはブランド名は、当社の商標または登録商標です。
・	 Adobe、Acrobat、および Postscript は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステ
ムズ社）の商標です。

・	 Ethernet は、米国 XEROX Corporation の登録商標です。
・	 本書では各社の登録商標または商標には、™マーク、®マークは表示していません。
・	 本書で使用の各社製品名は、各社の商標、または登録商標です。
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All Rights Reserved. Copyright © 2015, Yokogawa Electric Corporation
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1.	 パラメータを工場出荷時に戻す方法

1.1	 概要
 

パラメータ設定をはじめからやり直したいときに、初期化操作ができます。
その操作方法を説明します。

1.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A、UT75A、UP35A、UP32A、UP55A、UM33A

1.3	 操作：セットアップパラメータの設定
1．	表示レベルを PROにします。
	 全てのパラメータを表示させる方法（第 4章）を参照願います
2．	初期化操作

SEｔ.M.CｔL

左矢印キー＋PARAMETERキーを３秒以上押しセットアップパラメーターに入ります。

初期化メニュー
（メニュー：INIT）

運転画面

SEｔ.M INIT

U.dEF 0

F.dEF 0

F．DEF＝－12345と設定する

（-12345はパスワード）

F.dEF -12345

工場出荷時値初期化を選択します。

自動で電源がオフ/オンし、
クイック設定機能の画面に移行します。
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意図して空白にしています。
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2.	 温度入力の小数点位置を変更する方法

2.1	 概要
 

温度指示を見やすくするため、小数点の位置を変更したい場合があります。
温度入力を選定した場合の小数点位置変更を行う方法を説明いたします。

2.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A、UT75A、UP35A、UP32A、UP55A、UM33A

2.3	 操作：セットアップパラメータの設定
Pt100入力-150.00～150.00℃を0.0～100.0℃に設定する方法をご紹介いたします。
なお小数点位置の変更後は他のパラメータも再度確認願います。

SEｔ.M.CｔL

左矢印 キー＋PARAMETERキーを３秒以上押しセットアップパラメーターに入ります。

PV 入力設定メニュー
（メニュー：PV）

運転画面

SEｔ.M PV

IN OFF 入力種類INを表示させます。

IN Pt3 IIN=Pt3を

選択します。

RH 150.00

RH 100.00

RL -150.00

UNIｔ C

RL=0.00を

設定します

RH=100.00を

設定します

入力レンジ/SP リミッタ設定メニュー
（メニュー：MPV）

SEｔ.M MPV

P.UNI C PV入力単位が表示されます

P.DP 2 小数点位置を
表示させます

P.RH 1000.0

P.RH 100.0

P.RL 0.0

P.RH=100.0を

設定します

P.DP 1
小数点位置を
P.DP=1と設定
します

P.RH=0.0になっている事
を確認します。

RL 0.00
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【ご注意】
P.DPを変更した際、P.RH、P.RLもRH、RLと同じ温度範囲になるよう変更してください。
本例ですと、P.DPを2から1に設定するとP.RHは1000.0となりますが、100.0に変更してく
ださい。もし1000.0のままでご使用になりますと、制御PV入力の分解能が粗くなるため
制御性が悪くなります。

【補足】RH、RLとP.RH、P.RLについて
・	 温度入力レンジ RH、RLは温度センサにより小数点位置および範囲が決まっています。
範囲は狭める方向に変更できます。入力オーバーレンジの判定やバーンアウト時の
動作に影響します。UTAdvanced の入力ラダー演算機能の前に処理されます。

・	 制御 PV入力レンジ P.RH、P.RL は、UTAdvanced の入力ラダー演算後、制御演算で使
用するレンジを指定するためのパラメータです。表示値、制御 PV入力の分解能およ
び制御出力の比例成分に影響します。小数点位置と範囲を変更できます。入力種別
が温度入力の場合、RH、RLと同じ範囲に設定してください。
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3.	 指示調節計を指示警報計として使用す
る際のポイント

3.1	 概要
 

指示調節計（UT）を指示警報計として使用することができます。指示警報計UM350、
UM351 等の置換えに利用できます。
・	 SP や OUT表示の必要はありません。そこで SPと OUT表示を非表示にし、警報設定
値を表示させます。

・	 バーグラフ表示も必要ないので非表示にします。 
・	 制御リレー出力端子を利用して警報出力を最大 4点にすることができます。（一般形
等）

（1）SPと OUT表示を非表示にし、警報設定値を表示します。

1A1 警報1設定値

↓

PVのみの表示画面

↓

1A2 警報2設定値

↓

1A3 警報3設定値

↓

1A4 警報4設定値

1SP 目標設定値

↓

OUT 制御出力値

DISPLAYキーを
押すたびにSPと
OUTが変わります。

DISPLAYキーを
押すたびに警報設
定が変わります。

（変更前） （変更後）

（2）バーグラフ表示を非表示にします。

（変更前） （変更後）

バーグラフ表示
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（3）制御リレー出力端子を利用した例

警報4出力

3.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A、UT75A
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3.3	 パラメータの設定内容
1.	 パラメータ表示レベルを PROにします。
	 全てのパラメータを表示させる方法（第 4章）を参照願います。
2.	 設定操作

（1）SPと OUT表示を非表示にし、警報設定値を表示

SEt.M　CtL

CS1   2504

キーとPARAMETERキーを同時に３秒以上押しセットアップパラメータに入ります。

セレクト画面設定メニュー*1
（メニュー：CSEL）

キーロック設定メニュー*2
（メニュー：KLOC）

運転画面

左矢印

CS2　OFF

CS2   2505

セレクト画面1を
表示します。

SP 表示画面ロック
を表示させます。

OUT表示画面ロック
を表示させます。

U.SP＝ONと
設定します。

U.OUT＝ONと
設定します。

セレクト画面2を
表示します。

セレクト画面3を
表示します。

セレクト画面4を
表示します。

CS3　OFF

CS3   2506

CS4　OFF

CS4   2507
*1 セレクト画面は運転画面に運転パラメータ

を表示させることができます。

*2 キーロックは運転画面の表示/非表示等の
設定ができます。

で運転画面にもどらずに
次ページの設定を継続することもできます。

SEt.M　CSEL

CS1　OFF U.SP　OFF

U.OUT　OFF

U.OUT　ON

OUT表示画面ロック
を表示させます。

U.PVO＝OFFと
設定します。

U.PVO　ON

U.PVO　OFF

U.SP　ON

SEt.M　KLOC

CS1＝2504と設定します。
2504は警報設定値1の
DレジスタNoです。

CS2＝2505と設定します。
2505は警報設定値2の
DレジスタNoです。

CS3＝2506と設定します。
2506は警報設定値3の
DレジスタNoです。

CS4＝2507と設定します。
2507は警報設定値4の
DレジスタNoです。
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（2）バーグラフ表示を非表示にする

*3

表示機能設定メニュー*3
（メニュー：DISP)

運転画面

左矢印

bAR1　　5

bAR1　　0

PCMd　0

キーとPARAMETERキーを同時に３秒以上押しセットアップパラメータに入ります。

①SEt.M　CtL SEt.M　DISP

機種により表示が
異なります。

バー表示内容登録
を表示します。

bAR1＝0と設定します。
バー表示をしない設定に
します。

表示機能は表示の内容や表示 /非表示　
の切換え等を設定できます。
UT52A、UT55A、UT75A は bAR2 もあり
ます。
詳しくは各機器のユーザーズマニュアル
をご参照ください。

（3）制御出力リレー端子を警報 4出力とする例（一般形の場合）

OT　00.03

出力設定メニュー*4
（メニュー：OUT）

AL1-AL3機能設定メニュー*5
（メニュー：ALM）

*4 制御出力の各種設定ができます。

*5 リレー出力端子の機能を設定できます。

① SEt.M　OUT SEt.M　ALM

AL1.S　4353

OR.S　OFF

OR.S　4357

出力種類選択を
表示します。

AL1機能選択
が表示されます。

OUTリレー機能選択
を表示させます

OR.S＝4357と設定します。
OUT端子に警報4が
割りつきます。

OT＝00.00と設定します。
制御出力を使用しない
設定にします。

OT　00.00
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4.	 全てのパラメータを表示させる方法
（表示レベルをPROにする）

4.1	 概要
 

UTの表示モードは下記の 3種類があります。
EASY：かんたん設定モード（最小限のパラメータ表示です）
STD：スタンダード設定モード（工場出荷時値）
PRO：プロフェッショナル設定モード（全てのパラメータ表示）
ここでは PROモードを選択し全てのパラメータを表示させます。

4.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A、UT75A、UP35A、UP32A、UP55A、UM33A

4.3	 操作：セットアップパラメータの設定

SEｔ.M.CｔL

左矢印キー＋PARAMETERキーを３秒以上押しセットアップパラメーターに入ります。

パラメータ表示レベルメニュー
（メニュー：LVL）

運転画面

SEｔ.M LVL

LEVL       Std 初期値 LEVL＝STD：スタンダード設定モード

LEVL PRO LEVEL＝PROに設定する

PRO

PROモードになると
PRO表示点灯します
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意図して空白にしています。
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5.	 接点入力2点で1.SPから4.SPを切り替
える方法

5.1	 概要
 

UT320、UT350、UT321、UT351 は接点 2点で 1.SP から 4.SP を切り替えができます。
リプレースの際、UT32A、UT35A、UT52A、UT55A で同じ機能を満たすためには接点機
能割付を行う必要があります。その設定方法を説明します。

ＳＰ.Ｂ0ＳＰ.Ｂ1

OFFOFF

ONOFF

OFFON

ONON

１

２

３

４

ＳＰ.番号
接点状態

１SP

２SP

３SP

４SP

２SP（使用されるSP値）

5.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A
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5.3	 操作：セットアップパラメータの設定

SEｔ.M.CｔL

A/M    5025

A/M    OFF
Ａ／Ｍ＝ＯＦＦと設定します。

自動/ 手動切替を選択し
ます

SET/ENTERキー＋PARAMETERキーを３秒以上押しセットアップパラメーターに入ります。

DI 機能割付メニュー
（メニュー：DI.SL）

SEｔ.Ｍ ＤＩ.ＮＵ

SP.B0 OFF

DI 番号割付メニュー
（メニュー：DI.NU）

運転画面

SP.B0 5025
ＳＰ.Ｂ０＝5025と設定します
（5025はＤｉ１のＩリレーＮｏ）

SP 番号指定時のビット0
を表示させます

SEｔ.M DI.SL

S/R    5026

S/R    OFF

運転停止/ 開始切替選択し
ます

Ｓ／Ｒ＝ＯＦＦと設定します。

SP.B01 OFF

SP.B1 5026

SP 番号指定時のビット切替
方法選択を表示

SP 番号指定時のビット１
を表示させます

SP.BC 0

ＳＰ.Ｂ1＝5026と設定します
（5026はＤｉ2のＩリレーＮｏ）

ＳＰ.ＢC＝1と設定する
（ステータス切替２を選択）

SP.BC 1

Ｄｉ１Ｄｉ２

OFFOFF

ONOFF

OFFON

ONON

１

２

３

４

ＳＰ.番号
接点状態

上記の設定で下記表の動作になります。
（ステータス切替2の動作）

備考設定値

（Di1）5025SP.B0

（Di2）5026SP.B1

パラメータ名

接点入力の割付（Di1、Di2を使用する場合）

ステータス
切替2

1SP.BC
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6.	 接点入力で正動作/逆動作を切り替え
る方法（接点入力でPID No.を切り替
える）

6.1	 概要
 

空調機の制御では季節によって調節計の制御動作を切替えることがあります。暖房時は
逆動作を、冷房時は正動作を選択します。UTでこの動作を行わせるには PID No. の切替
えを行います。この資料はその設定方法を説明します。

PN.B0

OFF

ON

１

２

PID.番号
接点状態

１PID （逆動作 暖房用）

２PID （正動作 冷房用）
選択されたPIDNoで制御が行われます。

このパラメー
タに接点入力
のＩリレーＮｏ
を割付ます

5.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A、UT75A
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6.3	 操作1：セットアップパラメータの設定

SEｔ.M.CｔL

A/M    5025

A/M    OFF
Ａ／Ｍ＝ＯＦＦと設定します。

自動/ 手動切替を選択し
ます

左矢印キー＋PARAMETERキーを３秒以上押しセットアップパラメーターに入ります。

DI 機能割付メニュー
（メニュー：DI.SL）

SEｔ.Ｍ ＤＩ.ＮＵ

ＰＮ.B0 OFF

DI 番号割付メニュー
（メニュー：DI.NU）

運転画面

ＰＮ.B0 5025
ＰＮ.Ｂ０＝5025と設定します
（5025はＤｉ１のＩリレーＮｏ）

ＰＩＤ番号指定時のビット0
を表示させます

SEｔ.M DI.SL

ＰＩＤ 番号指定時のビット切替
方法選択を表示

ＰＮ.BC 0

ＰＩＤ.ＢC＝1と設定する
（ステータス切替２を選択）

ＰＮ.BC 1

6.4	 操作2：運転パラメータの設定

OPE.M MOdE OPE.M ＰＩＤ

１ＤＲ ＲＶＳ

正逆動作切替設定
１ＤＲ＝ＲＶＳ（逆動作）
に設定します。

PID 設定メニュー
（メニュー：PID）

運転画面

２ＤＲ ＤＩＲ

正逆動作切替設定
2ＤＲ＝ＤＩＲ（正動作）
に設定します。
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7.	 制御動作を正動作にする方法

7.1	 概要
 

温度制御において冷却制御を行う場合などは、制御動作を正動作に設定することが多く
あります。
ここでは、UTの出力を正動作にする方法をご紹介いたします。

PV（温度）

SP

４ｍA

20ｍA

SP＜PVで
電流出力増

電流出力で正動作の場合

PV（温度）

SP

SP＜PVで
出力ON
（１００％）

リレー出力で正動作の場合

電
流
出
力

7.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A、UT75A、UP35A、UP32A、UP55A
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7.3	 操作：運転パラメータの設定

OPE.M MOdE

Ｐ 5.0

ＯＰＥ.M ＰＩＤ

パラメータＤＲ（正逆動作切替）
を選択します。

ＤＲ ＲＶＳ.

ＤＲ＝ＤＩＲ（正動作）
を設定します。

PID 設定メニュー
（メニュー：PID）

運転画面

ＤＲ ＤＩＲ.
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8.	 ファンクションキーで運転/停止をす
る方法

8.1	 概要
 

UT 前面パネルのファンクションキーで運転 /操作ができます。ここではその方法につい
て説明します。

ファンクションキーに運転／停止を
割りつけるとユーザファンクション
キーを押すたびに、運転停止と運転
開始を切り替えます。

運転／停止

8.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A、UT75A
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8.3	 操作：セットアップパラメータの設定

SEｔ.M.CｔL SEｔ.M ＫＥＹ

ＦＮ ＰＩＤ

ＦＮ Ｓ/Ｒ
ＦＮ＝Ｓ/Ｒを設定します。
（Ｓ/Ｒ：運転停止/運転開
始切替）

ユーザファンクショ
ンキーn 動作設定を
表示します。

左矢印キー＋PARAMETERキーを３秒以上押しセットアップパラメーターに入ります。

キー動作設定メニュー
（メニュー：KEY）

SEt.M DI.SL

S/R 5026

DI 機能割付メニュー
（メニュー：DI.SL）

運転画面

S/R      OFF S/R=OFFに設定します

S/R 運転停止
/ 開始切替を選択します。
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9.	 SP値またはOUT値を伝送出力にする方
法

9.1	 概要
 

UTの伝送出力の初期設定は PV（測定値）ですが、これを SP（目標設定値）またはOUT（制
御出力値）にすることができます。ここではその方法を説明します。

SP伝送 OUT伝送PV伝送

9.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A、UT75A、UP35A、UP32A、UP55A
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9.3	 操作：セットアップパラメータの設定

SEｔ.M.CｔL SEｔ.M OUT

RTS   PV1

RTS OUｔ１

制御出力を伝送する場合

RTS＝OUT1と設定します。

RET 伝送出力種類を選択します。（初期値 PV1）

左矢印 キー＋PARAMETERキーを３秒以上押しセットアップパラメーターに入ります。

出力設定パラメータ
メニュー記号： （OUT）

運転画面

RTS SP１

目標設定値を伝送する場合

RTS＝SP1と設定します。
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10.	 パターンエンド信号を接点で出力する
方法

10.1	 概要
 

UP35A、UP32A、UP55Aでプログラムパターン終了後に接点信号を出します。

10.2	 対応機器
UP35A、UP32A、UP55A

10.3	 操作：セットアップパラメータの設定
AL1 の接点出力端子からパターンエンド信号を出力させます。

SEｔ.M.CｔL

左矢印キー＋PARAMETERキーを３秒以上押しセットアップパラメーターに入ります。

AL1-AL3 機能割付メニュー
（メニュー：ALM）

運転画面

SEｔ.M ＡＬＭ

AL1.S 4801

パターンエンド信号（1 秒）：4265、
パターンエンド信号（3 秒）：4266、
パターンエンド信号（5 秒）：4267、
のいずれかを設定します。

AL1.S 4266

AL1 機能選択を表示させます。（初期値：PV イベント1：4801）
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意図して空白にしています。
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11.	 制御リレーを警報4（偏差下限警報）
として使用する方法

11.1	 概要
 

UTの制御リレーは制御として使用しないとき、警報機能などを割り付けることができま
す。制御リレーを警報 4（偏差下限警報）として使用する方法を説明します。

警報４出力

ＳＰ

警報設定値１Ａ4＝－10.0℃

ヒステリシスＨＹ４＝0.5℃
ＯＮ

ＯＦＦ

偏差下限警報動作

11.2	 対応機器
UT35A、UT32A、UT55A、UT52A、UT75A、UP35A、UP32A、UP55A
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11.3	 操作1：セットアップパラメータの設定

SEｔ.M.CｔL SEｔ.M OUT

OT   00.03

OT    00.02
ＯＴ＝00.03以外の設定をする。
本例では電流出力にする設定を
しますのでＯＴ＝00.02を選択し
ます。

出力種類選択
ＯＴを表示します。

左矢印キー＋PARAMETERキーを３秒以上押しセットアップパラメーターに入ります。

出力設定メニュー
（メニュー：OUT）

SEｔ.M ＡＬＭ

OR.S ＯＦＦ

AL1-AL3 機能割付メニュー
（メニュー：ALM）

運転画面

OR.S 4357
OUT リレー機能選択
に警報４の出力状態
の内部ﾘﾚｰ（4357）を割り
付け
ます。

OUT リレー機能選択
を表示させます

11.4	 操作2：運転パラメータの設定

OPE.M MOdE OPE.M ＳＰ

１Ａ４ -10.0 ＡＬ４ 0.0.0.06

ＯＰＥ.M ＡＬＲＭ

偏差下限警報を設
定します。

偏差下限警報設定
値を設定します。
１Ａ４＝－10.0℃ ＨＹ４ 0.5.

ヒステリシスを
設定します。
ＨＹ４＝0.5℃

②SP と警報設定値設定メニュー
（メニュー：SP）

①警報機能設定メニュー
（メニュー：ALRM）

警報種類設定の内容

運転画面
先に設定します。後で設定します。
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12.	 バルブ開度の手動校正方法

12.1	 概要
 

位置比例形調節計のバルブ位置校正を手動で行うための操作方法です。
バルブ自動校正が正常に終了しなかった場合に実施してください。

12.2	 対応機器
UT32A、UT35A、UT52A、UT55A、UT75A、UP32A、UP35A、UP55Aの位置比例形

12.3	 事前確認事項
（1）運転モードをMANかつ RUN状態にします。

STOP：消灯
MAN：点灯

上矢印キーを押している間、開側のリレーが動作し、
実際にバルブが動作していることを確認します。
下矢印キーを押している間、閉側のリレーが動作し、
実際にバルブが動作していることを確認します。
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12.4	 操作：セットアップパラメータの設定

SEｔ.M.CｔL SEｔ.M OUt

左矢印キーとPARAMETERキーを同時に３秒以上押しセットアップパラメータに入ります。

出力設定パラメータ
（メニュー：Ouｔ）

運転画面

V.At OFF

V.RS  OFF

バルブ位置自動
調整

V.RS OFF OFFが点滅しま
す。

V.RS  OFF

V.L   105.0

V.L      0.0

V.L      0.0

V.RS  ON

V.H    105.0

V.H    105.0

V.H    100.0

バルブ位置リセットを表
示させます。

一度でも校正データが

設定されている場合に
はV.RSが点滅します。

ONに設定し
ます。

V.RSが点滅しま
す。

V.Lが点滅します。

V.Lと105.0が交
互に点滅します。

▽キーを押し続け
バルブが全閉に
なったら、SET/ENT
キーを押します。
表示が0.0となって

もバルブが全閉に
なっていることを
確認してください。

V.Hが点滅します。

V.Hと105.0が交
互に点滅します。

△キーを押し続け
バルブが全開に
なったら、SET/ENT
キーを押します。
表示が100.0となっ

てもバルブが全開
になっていることを
確認してください。

校正画面から抜けます。

バルブ位置
リセット

バルブ全閉
位置設定

バルブ全開
位置設定

補足：
V.Lを校正した後にV.Hを校正した場合、V.Lの表示が100.0
となります。これはバルブの開度を表示していますので、
問題ありません。
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12.4	 動作確認
運転モードをMANかつ RUN状態にします。

STOP:消灯
MAN:点灯

上矢印キーを押している間、開側のリレーが動作し、
フィードバック入力値が上昇方向に表示します。

下矢印キーを押している間、閉側のリレーが動作し、
フィードバック入力値が下降方向に表示します。
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意図して空白にしています。
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